
2024年度 芸術工学会 春期大会｜デザイン関連学会シンポジウム

デザインの創造性を考える

●趣旨：

デザインの教育現場では、創造性豊かな学生を育てることは使命のように思われているかもしれ

ない。しかし、この＜創造性＞という概念には注意が必要である。私たちの日常は、ひらめきや思

いつき、アイデアで満ちているが、そうは思いながらも、自らを創造性豊かだということは憚られ

る。それらが些細なものと謙遜する気持ちもあろうが、もともと＜創造＞を神の御業としてきたこ

とからすれば、そこにアンビバレントな思いが生じることも理解できよう。つまり、＜創造性＞の

重要性を訴えながらも、私たちは＜創造＞に伴う責任を問わなければなるまい。今日、歴史の転換

点にあるという意識が、私たちの中にも高まっているが、これからの時代にどのような＜創造性＞

を求めているのであろうか。一方では科学技術研究に基づくイノベーションに目をみはりつつも、

一方ではアート思考という主張にお株を奪われたような気持ちになっているのではなかろうか。

新しい時代を切り開く上で益々の＜創造性＞が求められながら、私たちの＜創造性＞自体がAIか

らの挑戦を受けている。こうした時代状況の中で、＜デザインの創造性＞のあり方、その可能性や

課題について、考えを巡らせてみたい。

日 時：2024年 6月 15日（土） 

会 場：東北芸術工科大学 ＋ オンライン（Zoom）

    山形県山形市上桜田 3-4-5

主 催：芸術工学会

〈当案内のWebサイト〉

当案内は次のサイトに掲示しています。そこからも下記の申し込み
フォームに入れます。
https://www.tuad.ac.jp/news/events/20793/

〈お申し込み方法〉

以下の申込フォームよりお申し込みください。
申し込み第２次〆切：2024年6月13日（木）
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdfh79pBV0h-pjijNjBoG-
20xIYjYkPDAAbh9cMTK1WGovimw/viewform 
※オンライン参加の定員は300名となります。
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●パネリスト (発表順) 

日本デザイン学会 佐藤 浩一郎 （千葉大学） 

道具学会     田中 聡一郎 （東京都立大学） 

意匠学会     川島 洋一 （福井工業大学） 

芸術工学会    加藤 優一 （東北芸術工科大学） 

基礎デザイン学会 小林 昭世 （武蔵野美術大学） 

 

 

●講演概要： 

基調講演 創造性研究のエスキース『人はなぜ，創造できるのか？』 
松岡 由幸（慶応義塾大学/早稲田大学） 

人はなぜ、新たなモノを創造できるのか？しかもなぜ、同じの条件のもとで、多様なモノを生みだせるの

か？これらの一見素朴な疑問は、「デザイン科学」と呼ばれる研究領域を専門とする私にとって、長年に

わたる“不思議”でありました。ここでは創造性研究のエスキースとして、その歴史、枠組みと課題、AGE
（エイジ）思考モデルなど最新の理論を自身の実務経験をまじえてご紹介します。 

 

講演１ デザインとエンジニアリングの間にみる創造性への導 
日本デザイン学会 佐藤 浩一郎（千葉大学） 

「デザイン」と「エンジニアリング」はその文脈や特徴の違いにより各々独自の世界を構築するととも

に、両者の協同により広大な創造性の世界を作り上げている。この広大な世界で良質な創造性を発現させ

るためには、両者の間（はざま）を繋げる導（しるべ）を利用することが肝要であると考える。そこで、

本発表では多空間デザインモデルやデザイン二元論といったデザイン科学の視点に基づき、二つの世界に

よる創造性への導について論考を試みる。 
 

講演２ けして楽観主義ではないビジョンと本質的な希望 

道具学会 田中 聡一郎（東京都立大学） 

未来の持続可能性を考えて、ダン＆レイビーは「人々の価値観や考え方、行動を変えるしかない」と書い

た。現在、自分たちが直面している環境や経済、政治、文化の問題は、既存の経済原理に根ざしているた

め、このままでは解決不可能であることに多くの人々が気づいている。学生達との取り組みは、けして楽

観主義ではないビジョンを構想し現在の延長線上にない社会のあり方を探りながら、本質的な希望を創造

しようとするものである。 
 

講演３ 21世紀のライフスタイルと多層時間モデル 

意匠学会 川島 洋一（福井工業大学） 

20 世紀は空間の価値が過去最大となる「空間の世紀」となった。同時に、既製品を入手して消費する

「無時間モデル」が私たちの生活を支配した。21 世紀になり、環境意識をはじめ価値観が変化しつつあ

るなかで、個々の人間にとって有限な資源である「時間」の価値を最大に高めるライフスタイルに変化し

つつある。発表者はそれを「多層時間モデル」と名付け、生活のさまざまな場面に現れている現象を注視

して、そこから創造のためのヒントを考えてみたい。 
 

講演４ 創造的プロセスとまちづくり～銭湯・空き家再生の実践から～ 

芸術工学会 加藤 優一（東北芸術工科大学） 

現在取り組んでいる２つの実践を紹介します。１つ目は、東京都杉並区にある銭湯「小杉湯」を起点にし

たまちづくり。２つ目は、山形県での空き家再生プロジェクトです。どちらも、暮らしの延長でまちに関

わり、場と人の関係性を少しずつ広げてきました。まちづくりにおける「創造性」とは、小さな実験の連

続によって生まれるものではないでしょうか。 
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講演５ 向井周太郎の具体詩 

基礎デザイン学会 小林 昭世（武蔵野美術大学） 

具体詩(Concrete poetry)は創造性を考えるために、恰好な表現の一つだろう。文芸と美術をはじめとする複

数の表現ジャンルを越境し、自然の再現や抽象とは別な一つの実在する世界を形成し、見る者に多数の想

像の視点を喚起すること、などなどの特徴があるからである。いくつかの創造性についてのモデルを参照

しながら、向井周太郎の具体詩を事例に創造性について考える。 
 
 

 

●プログラム： 

13：30 開会 

13：30 - 13：35 芸術工学会長挨拶（芸術工学会長 大井 尚行） 

13：35 - 13：40 趣旨説明（実行委員長 小林 敬一） 

13：40 - 14：00 基調講演（松岡 由幸） 

14：00 - 14：20 講演１：日本デザイン学会（佐藤 浩一郎） 

14：20 - 14：40 講演２：道具学会（田中 聡一郎） 

14：40 - 15：00 講演３：意匠学会（川島 洋一） 

15：00 - 15：10 休憩 

15：10 - 15：30 講演４：芸術工学会（加藤 優一） 

15：30 - 15：50 講演５：基礎デザイン学会（小林 昭世） 

15：50 - 16：00 休憩 

16：00 - 16：10 アンケート結果報告（小林 敬一） 

16：10 - 17：10 ディスカッション 

17：10 - 17：20 総括（小林 敬一） 

17：20 - 17：30 閉会（大井 尚行） 

17：40 - 18：00 懇親会場に移動 

18：10 -（予定） 懇親会（旧吉池医院） 
 

 

●参加費：  

・デザイン関連学会会員：無料 

・一般：無料（一般の方の参加は現地会場に限らせていただきます） 
 

●懇親会費：5000円（大学院生、学部生：3000円）を予定しています。 

 

 

●実行委員会：  

小林 敬一（委員長）、山畑 信博、酒井 聡、柚木 泰彦、上原 勲、佐藤 充、加藤 優一 

 

●お問い合わせ先 

東北芸術工科大学  小林敬一、柚木泰彦 

〒990-9530 山形県山形市上桜田3-4-5 
TEL：023-627-2246 
E-mail：kobayashi.keiichi@aga.tuad.ac.jp 
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書籍販売のご案内 

TUAD STORE で販売しています 
東北芸術工科大学  学生会館 1F 
¥2,000（税別） 

営業時間 
6月 15日（土）9:00 ― 14:00 

色々なことがあったのですね。私一教員も

知らないことが多々書かれています。クリ

エイティビティ獲得への一つの挑戦だった

ことは確かです。この機会にお買い求めい

ただけますと幸いです（小林）。 
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